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問題（４）

◆ 梁のたわみに影響する供試体の形状

最大たわみ δ＝PL３／48EI

断面二次モーメント I＝ｂh３／12

支点間距離 L

梁の高さ ｈ

梁の幅 ｂ

0.8Ｅ と 0.8ｂ は同等、（0.8ｈ）３はたわみ大

たわみの計算

（Ａ） δ＝ＰＬ３／（４８×（0.8Ｅ）×ｂｈ３／12）

（Ｂ） δ＝ＰＬ３／（４８×Ｅ×0.8ｂｈ３／12）

（Ｃ） δ＝ＰＬ３／（４８×Ｅ×ｂ（0.8ｈ）３／12）

よって、たわみは

（Ａ） ＝ （Ｂ） ＜ （Ｃ） 正解（３）
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問題（５）
◆ 仕上げ材がある部材の中性化速度

中性化速度係数 モルタルは0.5倍

コンクリートの中性化速度係数を算定

√16年＝４ で20㎜ 20＝A√16 A=5

モルタルの中性化速度係数 2.5

モルタルの厚さが５ｍｍ ５＝2.5√ｔ √ｔ＝２

つまり、コンクリートは４年間は中性化しない。

正解（４）
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表面仕上げがある場合の中性化の傾向
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問題（６）

◆ 海洋環境の部位による鉄筋の分極抵抗

アノード分極 ⇒ 塩化物イオンの影響が大

カソード分極 ⇒ 水と酸素の影響が大

カソード分極は水と酸素の少ない環境で電流
密度が小さくなる。

よって、①はQ部、②はP部 正解（２）

問題（６） 補足

鉄の電位-pH図（Pourbaix Diagram）

鉄の電位-pH図

どのような状態が熱力学的に安
定であるか，を示した図．腐食
域や不動態域を予測することが
できる．

図中のグレー着色部は鉄が安
定している（不働態化している）
範囲を示す。

この図を用いてアノード分極曲線を考えると、次ページのようになる
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(参考文献）原 信義：金属の腐食の基礎概念、Ｊ．Ｖａｃ．Ｓｏｃ．Ｊｐｎ（真空）
Ｖｏｌ．４４，Ｎｏ．１０ 、2001

コンクリート中の腐食反応

【アノード分極曲線】
・アノード反応（Fe→Fe2+＋２e-）の電流密度と電位の関係
・鉄の安定度合い（腐食のしやすさ）と電位との関係を示す

電
位

電流(logi)

EF カソード分極曲線

アノード分極曲線



2024年度

7

【アノード分極曲線に対して】
塩化物イオンの大小がアノード分極曲線に影響を与える
⇒塩化物イオンが多いほど腐食速度が大きくなる

（交点が右にシフト）

【カソード分極曲線に対して】
酸素の大小がカソード分極曲線に影響を与える
⇒酸素が多いほど腐食速度が大きくなる

（交点が右にシフト）
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問題（１８） ２０１５年度の再掲

◆ 超音波によるひび割れ深さの測定

ひび割れ深さが最も大きいもの

ひび割れ深さが大きいものは時間が掛かる

同時間であれば、aの距離が短い方が深い

正解は（３）

ちなみに

Ｖ＝4000ｍ／ｓ ｔ＝100μｓ ⇒ 0.4ｍ

ｄ2＋102＝202 ｄ＝17.3ｍｍ
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問題（３９）
◆ コンクリート桁の耐荷性能向上

外ケーブルの緊張力を Ｐ （１/2Ｐ＋１/2Ｐ）

σ1＝Ｐ／Ａ ＝Ｐ／ｂｈ

σ２では、軸力と曲げモーメントが作用

Ｍ＝Ｐｈ/2 Ｉ＝ｂｈ３/12 偏心距離ｙ＝ｈ/2

σ２＝Ｐ/Ａ＋ｙＭ/Ｉ

＝Ｐ/ｂｈ＋（ｈ/2）（Ｐｈ/2）（12/ｂｈ３）

＝Ｐ/ｂｈ＋3Ｐ/ｂｈ ＝４Ｐ/ｂｈ

1：4となり、正解は（３）
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問題（４０）

◆ RC床版の維持管理計画

社会的割引率（式１） ｈ２％ i 2% r=0 となる

ｎ年後の要する費用の現在価値（式２）は同等

シナリオＡ 図の通り

シナリオＢ 30年後のＬＣＣ 230＋1×30＝260

正解は（１）
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Ｂ０＝230

毎年の点検費
1百万円／年
100年後に
100百万円

維持管理方法の違いによる
ライフサイクルコストの比較

補修（大規模）

補修（中，小規模）

定期点検

供用時間

劣
化

程
度

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

対
策

費
用

予防保全

要求性能 変状が顕在化した
後に対策

変状が顕在化した
後に対策 予防保全

2
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ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の評価

劣化モデル

時間

劣化レベル

0

Gb

Ga

p(t)

r(t)

Ga=1.2kg/m3

Gb=0.3kg/m
3

g
（Ex：主筋位置の
塩化物イオン量）

T1 T2 Tn

（1回目補修までの

  時間）

（次回補修までの

  時間）

（ｎ回目補修までの

  時間）

補修を行う塩化物イオン量=1.2kg/m３
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２） 割引率：ｒ （現在価値に換算したﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ）
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１） 割引率：０％

（Ａ）新設構造物の場合（＝ＰＦＩ事業）

■ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）
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■現在価値
財政負担の見込額算定（地方公共団体が
直接実施する場合とPFIを導入する場合）には，
現在価値にて比較することが求められる。

■割引率

将来発生する費用を現在価値に換算するに当たっ
て用いる換算率

・現在の100万円 →10年後は148万円（利率４%）
・10年後の100万円→現在の67.6万円（割引率４％）
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